
第2章介護保険サービス共通設問

第2章 介護保険サービス共通設問

「在宅サービ、ス利用者調査Jr在宅サービ、ス未利用者調査Jr施設等サービス利用者調査j の3つの調

査に共通する設問については、各調査別の傾向が比較できる よう 「共通設問Jとして掲載した。なお、

各調査の共通設間以外については別章 (3章，...，_， 5章)に掲載している。

1 .回答者の属性

( 1 )調査の回答者

在宅サービス利用者

(N=2.762) 

在宅サービス未利用者
(N=1.554) 

施設等サービス利用者
(N=975) 

。%

L 

0% 

【調査の回答者】

-あなたのみ 四ご家族のみ ロあなたとご家族 園その他 ロ無回答

ーーーーー寸ーーーーーー

28.2 

27.0 

20首 40% 60覧 80覧 100覧

-あなたのみ 図ご家族の方 。施設職員 信その他

20% 40覧 60覧 80覧 100覧

調査の回答者は、在宅サービス利用者では「あなたのみJが 25.7%、「あなたとご家族j が 25.5%、

「ご家族のみJが 17.7%となっている。

在宅サービス未利用者では 「あなたのみJが 29.6%、「あなたとご、家族Jが 25.2%、「ご、家族のみJ

が 16.3%となっている。

施設等サービス利用者では 「ご、家族の方Jが42.5%、「施設職員Jが 36.9%、「あなたのみjは 10.3%

となっている。
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(2)性別、年齢

閉あなたの性別は。

【サービス利用者、サービス未利用者、施設等サービス利用者ともに間1]

閉 あなだの年齢は。(平成25年 10月 1日現在〉

【サービス利用者、サービス未利用者、施設等サービス利用者ともに問2】

【性別】

-男性 園女性 ロ無回答

在宅サービス利用者 -・・・後後援後後修復~7.6物館~13.0
(N=2，762) 

在宅サービス未利用者
33.0 級協級協WTfO62.4級協級協勿働 14.6 

(N=1，554) 

施設等サービス利用者・15.9園田務務務後後後物~~1.8履修後務後後後後修復観 1 2 .3(N=975)~.////~ 

0% 20% 40覧 60弛 80覧 100也

【年齢】

.40-64歳 ra 65-69歳 。70-74歳 118 75-79歳

図 80-84怠 図 85-89歳 890歳以上 ロ無回答

在宅サービス利用者
(N=2，762) 

霊三1B 0竺ー 12.4

在宅サービス未利用者
13.0 

(N=1，554) 
2 

施設等サービス利用者
1.9 

(N=975) 
1.5 

20% 40拡 60% 80拡 100拡

対象者の性別は、在宅サービス利用者 ・未利用者とも「男性J約 3割、「女性Jが6割台を占めてお

り、施設等サービス利用者は「男性J約 2割、「女性J約8割となっている。

75歳以上の後期高齢者の割合は在宅サービス利用者では81.6%、在宅サービス未利用者では78.3%、

施設等サービス利用者では 90.8%となっている。
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【年齢×性別】

図 65-69歳 回70-74歳

図 85-89歳 日90歳以上 ロ無回答

-ー ーーー・・ー・・ ー

男性
2.7=司10.4

(n=812) 

女性

(n= 1，866) 
-・・・・・・・・・寸

男性

(n=513) 

女性

(n=969) 
ーーーーーーーー
回世・ー ー司ーー・・

男性
(n=155) 

女性
1.4 

(n=798) 
0.8L 1.6 

。% 20拡 40% 60% 80覧 100% 

在宅サービス利用者、在宅サービス未利用者、施設等サービス利用者ともに「女性j の方が f男性J

より 75歳以上の後期高齢者の占める割合が高い。

(3)居住地区

間あなたのお住まいは。

【サービス利用者、サービス未利用者ともに問3]

【居住地区】

ー 区時多区ロ中 央 区 園南区ロ城南区回早良区ロ西区 口 両

在宅サービス利用者
(N=2，762) 

在宅サービス未利用者
(N=l，554) 

0% 20% 40覧

2.4 

2.8 

60弛 80拡 100拡

在宅サービス利用者は、 f南区Jの 18.5%が最も割合が高く、 次いで f東区J18，3%、「早良区J15.7% 

が続いている。
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(4)世帯構成

問[在宅サービス利用・未利用] あなだのご家族の状況は。 (0は 1つ〉

間[施設等サービス利用者] 施設等に入る前のご家族の状況は。(0は1つ〉

【サービス利用者、サービス未利用者、施設等サービス利用者ともに間4]

在宅サービス利用者
(N=2，762) 

在宅サービス未利用者
(N=l，554) 

施設等サービス利用者
(N=975) 

0% 

【世帯構成】

-ひとり暮らし世帯

図夫婦だけで、二人とも65歳以上の世帯

回夫婦だけで、どちらかが65歳以上の世帯

国夫婦だけで、二人とも65歳未満の世待

ロあなたとその他の高齢者(65歳以上の方)のみの世帯

図二世代同居世帯(65歳未満の方がいらっしゃる世帯)

包三世代同居世帯(65歳未満の方がいらっしゃる世帯)

ロその他の世帯

口無回答

20% 40% 60% 80覧

3.4 

4.1 

2.1 

100% 

世帯構成は、在宅サー ビス利用者では「ひとり暮ら し世帯Jが 36.5%、在宅サービス未利用者では「夫

婦だけで、 二人とも 65歳以上の世帯j が 30.1%、施設等サービス利用者の入所前の世帯構成は「ひと

り暮ら し世帯Jが 37.3%で最も多くなっている。
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「 男 性

性
(n=812) 

見。 女性

L (n=I.866) 
.---

第2章介護保険サービス共通設問

【世帯構成×性別 ・年齢別】(在宅サービス利用者)

26.0 

-ひとり暮らし世帯

四夫婦だけで、 二人とも65歳以上の世帯

回夫婦だけで、どちらかが回歳以上の世帯

固夫婦だけで、二人とも65歳未満の世帯

匂あなたとその他の高齢者(65歳以上の方)のみの世帯

回二世代同居世帯(65歳未満の方がいらっしゃる世帯)

白三世代同居世帯(65銭未満の方がいらっしゃる世帯)

ロその他の世帯

口無回答

41.6 

40-64歳 ・・・15.9・・1+'7.9留置璽璽麗25.4
(n=63) 

65-69歳
40.6 

(n=143) 

70-74歳
34.6 

(n=234) 

年
75-79歳

42.0 

齢
(n=407) 

見。 80-84歳

(n=661) 
0.5 

85-89銭
38.5 

(n=691) 

90歳以上
2.2 

(n=498) 

O覧 20首 60覧 80% 100弛

在宅サービス利用者の世帯構成を性別でみると、「ひとり暮らし世帯jは女性が41.6%と男性の26.0%

を上回っている。男性は「夫婦だけで、二人とも 65歳以上の世帯Jが40.1%で女性の 14.5%よりも高

い割合を占めている。

年齢別にみると、『高齢者のみの世帯』は 70歳代後半をピークにその後は減少し、「二世代同居 (65

歳未満の方がいらっ しゃる世帯)Jや 「三世代同居 (65歳未満の方がいらっしゃる世帯)Jが増加してい

る。しかし、『高齢者のみの世帯』は最も割合の低い 90歳以上でも 57.2%と5害IJを超え、そのうち fひ

とり暮ら し世帯Jは29.3%と全体の約3分の 1を占めている。
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「一男性

性
(n=513) 

見IJ
女性

L (n=9側

40-64歳
(n=36) 

65-69歳
(n=80) 

70-74歳
(n=175) 

年
75-79歳

齢
(n=302) 

見IJ 80-84歳
(n=422) 

85-89歳
(n=325) 

90歳以上
(n=168) 

【世帯構成×性別・年齢別】(在宅サービス未利用者)

O略

-ひとり暮らし世帯

図夫婦だけで、二人とも65歳以上の世帯

包夫婦だけで、どちらかが回歳以上の世帯

田夫婦だけで、二人とも65歳未満の世繕

ロあなたとその他の高齢者(65歳以上の方)のみの世帯

周二世代同居世帯(65歳未満の方がいらっしゃる世得)

ロ三世代同居世帯(65歳未満の方がいらっしゃる世帯)

白その他の世帯

ロ無回答

33.5 

35.0 

32.6 

33.4 

28.3 

20% 60覧 80% 

2.4 

100% 

在宅サービス未利用者の世帯構成を性別でみると、男性は「夫婦だけで、二人とも 65歳以上の世帯j、

女性は fひとり暮らし世帯Jが多いなど、在宅サービス利用者と同様の傾向を示している。しかし、二

世代や三世代などの 65歳未満の同居人がいる割合は、 未利用者の方が利用者よりもやや高くなってい

る。

年齢別にみると、『高齢者のみの世帯』は 70歳代後半をピークに減少し、その後は「二世代同居 (65

歳未満の方がいらっ しゃる世帯)Jや f三世代同居 (65歳未満の方がいらっしゃる世帯)Jが増加し、90

歳以上では 33.9%を占める。また 90歳以上では、fあなたとその他の高齢者のみの世帯Jも20.8%と

高い割合を占めている。
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【世帯構成×性別・年齢別・施設別】(施設等サービス利用者)

「一 男性

性 (n=155)

別 女性

L (n=798) 

40-64歳

(n=15) 

65-69歳
(n=21) 

70-74歳

(n=35) 

275~79歳

副 (n=83)

80-84歳
(n=193) 

85-89歳

(n=261) 

90歳以上

(n=348) 

「介護老人福祉蹴
(n=501 ) 

施 介護老人保健施設
(n=221 ) 

問 介護療養型医療施設
(n=62 ) 

しめレ引ーム
(n=170) 

0% 

-ひとり暮らし世帯

m夫婦だけで、二人とも65歳以上の世帯

回夫婦だけで、どちらかが65歳以上の世帯

田夫婦だけで、二人とも65歳未満の世帯

。あなたとその他の高齢者(65歳以上の方)のみの世帯

周二世代同居世帯(65歳未満の方がいらっしゃる世帯)

白三世代同居世帯(65歳未満の方がいらっしゃる世帯)

ロその他の世帯

ロ無回答

20覧 40% 80% 

1.3 

1.3 

0.0 

0.0 

2.9 

2.4 

1.0 

1.1 

1.1 

1.6 

0.9 

2.4 

100% 

施設サービス等利用者の施設に入所する前の世帯構成を性別でみると、いずれも fひとり暮らし世帯j

が最も多い。

年齢別にみると、 40'""64歳を除き、いずれも「ひとり暮らし世帯Jが多くなっている。

施設別にみると、グループホームでは「ひとり暮らし世帯j が5割を占めている。
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(5)行き来のある親族のいる場所

【間4でr1.-S.Jと筈えた方にうかがいます】

間 あなだは日常行き来がある親族の万が近くにいらっしゃいますか。2ヵ所以上に

いらっしゃる方は一番近いところをお答えください。(0は1つ)

【サービス利用者、サービス未利用者ともに問4-1】

在宅サービス利用者
(n=1，848) 

在宅サービス未利用者
(n=1，014) 

0覧

【行き来のある親族のいる場所】

-閉じ町内(小学校区程度)にいる

ロ福岡市内にいる

。福岡県外にいる

ロ無回答

20覧 40也

図同じ区内にいる

B福岡県内にいる

図日常行き来がある親族はいない

60覧 80% 

3.6 

4.8 

100% 

在宅サービス利用者と未利用者では大きな違いはなく 、『福岡市内』 が約 7割。 内訳と して、 「福岡市

内にいるJが約3割、 『同じ区内にいるj が2割強、「閉じ町内にいるJが2割弱となっている。
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【行き来のある親族のいる場所×世帯構成別】

(%) 
J.i同 l司

福岡
福

福岡
は日 盤正

じ じ 岡 い常 回
回 に町 区 市 ~~ L県 な行 答
答 い内 内 内 内 外 いき
数 る( 5長

u、 b、 u、 b、 泊2
ふ十" る る る る あ
校 る
区 続
務 族

在宅サービス利用者 1，848 310 390 562 196 125 198 67 
100.0 16.8 21. 1 30.4 10.6 6.8 10.7 3.6 

世ひとだり募けでらし世待 ーム007 21. 0 31. 3 8.8 7.1 11.7 2.6 

}.JIJ帯
夫婦 、ー人とも65歳以上の世帯 603 15.3 22. 7 29.5 12.8 6.6 7.6 5.5 
夫婦だけで、どちらかが65歳以上の世幣 48 12.5 18.8 33.3 6.3 6.3 20.8 2.1 

者専 夫婦だけで、 人とも65歳未満の世帯 27 11. 1 18.5 25.9 18.5 7.4 11. 1 7.4 
成 あなたとその他の高齢者 (65歳以上の方)のみの世帯 163 20.2 17.2 28.2 13.5 4.9 12.9 3.1 

在宅サービス未利用者 1，014 190 232 288 105 64 86 49 
100.0 18. 7 22.9 28.4 10.4 6.3 8.5 4.8 

世ひとり暮らし世待 435 18.2 22.5 29.9 10. 1 6.2 10.6 2.5 
|夫婦だけで 人とも65歳以上の世帯 467 18.8 22.5 26.8 10.9 7.3 6.6 7. 1 

}.JIJ帯夫婦だけで、どちらかが65歳以上の世幣 25 28.0 32.0 24.0 8.0 。。 0.0 8.0 
構 夫婦だけで、 ー人とも65歳未満の世帯 11 27.31 18.2 54.5 0.0 。。 0.0 0.0 
t.!t あなたとその他の高齢者 (65歳以上の方)のみの世帯 76 17.1 25.0 27.6 10.5 3.9 11. 8 3.9 

在宅サービス利用者の親族のいる場所を世帯構成別にみると、いずれの世帯でも「福岡市内にいるJ

での回答が最も多くなっている。

在宅サービス未利用者では、夫婦だけで、どちらかが 65歳以上の世帯では「同じ区内にいるJの割

合が高く、このほかでは 「福岡市内にいるJの割合が高いが、特に夫婦だけで、二人とも 65歳未満の

世帯では 54.5%と過半数を占め、他に比べて高い割合となっている。夫婦だけで、どちらかが 65歳以

上の世帯と、夫婦だけで、 二人とも 65歳未満の世帯では、 「閉じ町内(小学校区程度)にいるj の割合

も3割弱となっており、他に比べ高い割合となっている。
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(6)世帯全員の年間総収入

問 あなたの世帯全員の年間総収入額〈税込み〉はどれくらいですか。 (0は1つ〉

【サービス利用者、サービス未利用者、施設等サービス利用者ともに問5】

在宅サービス利用者
(N=2，762) 

在宅サービス未利用者
(N=1.554) 

施設等サービス利用者
(N=975) 

「介…施設
(n=501 ) 

介護老人保健施設
施( 円=221)
設
jJlJ 介護療養型医療施設

(円=62) L 仇伽ル……レ卜ば司一イ引プ卦ホ

(n=170) 

O弛

【世帯全員の年間総収入】

.50万円未満

ロ100-150万円未満

目 200-300万円未満

目400-500万円未満

・600-1，000万円未満

ロ無回答

20弛 40首

図 50-100万円未満

園 150-200万円未満

図 300-400万円未満

白 500-600万円未満

図 1.000万円以上

60拡 80弛 100% 

世帯全員の年間総収入額は在宅サービス利用者 ・未利用者とも大きな違いはみられず、r200'"'-'300万

円未満Jがそれぞれ約 2割、rlOO'"'-'150万円未満J、f150'"'-'200万円未満Jが、それぞれ 1割程度を占め

る。施設等サービス利用者では、f50'"'-'100万円未満j が 14.4%、r50万円未満Jが 8.4%と低い額での

割合が高くなっている。

また、施設等サービス利用者を施設別にみると、介護老人福祉施設、介護老人保健施設では r50'"'-'100 

万円未満J、介護療養型医療施設で f200'"'-'300万円未満J、グループホームでは r50万円未満Jの割合

が他の施設と比べ高くなっている。
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(7)要介護度

問 あなたの要介護度は次のどれですか (0は1つ〉

【在宅サービス刺用者・在宅サービス未利用者は間6】

【施設等サービス利用者は間3】

【要介護度】

図要支媛2 包要介護1

図要介護4 白要介護5 ロ無回答

務額
目。~h

在宅サーピ湖周者 ・ーホ園田機 J99 i j川 ..罫 5.9瞳 /:9.6.;':'.襲6.1~3 . 9 I 3.5 
(N=2，762) 

在宅サービス未利用者

(N=1，554) 

福祉施設 13.6量10.0麗 ゾペ(22.0:んたどう 32.1 1 3.8 

0.2 

護 保健施設

施 (n=221) 

設

別介護療養型医療施設 .6.5霊4. 8ij þ1gg #ì'M33.9~i@ ! 53.2 0.0 
(n=62) 16 

グループホーム 2.9 
(n=170) 

20% 40% 60拡 80% 100拡

要介護度について在宅サービス利用者および未利用者とも「要支援 1Jがそれぞれ 23.7%、39.0%で

最も多く、いずれも『要介護 1以下』で6割以上を占めている。

施設等サービス利用者では要介護度が重い人が多く 、 特に介護療養型医療施設では『要介護 4 ・ 5~

が87.1%となっており、介護老人福祉施設でも 60.2%を占めている。
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【要介護度×性別 ・年齢別】(在宅サービス利用者)

-要支援1 図要支媛2 回要介護1 回要介護2

日要介護3 図要介護4 目要介護5 ロ無回答

「 男 性 圃圃20.4・・rA)務17.6WA1'++"16.9:"+":歯車醤18.1謹圏三11.5:ぶ臨 .8謹4.81 13.9 
性 (n=812) 

男。
女性 ・・・・・24.9L (n=1，866) 

務協21 .0~…":"':-17.7・… 。 冒彊15 .2題雷[':':::8.8;:淑5.813.6 1 2.9 

40-64歳
(n= 63) ' ~- ~銘銘勿æ20.6~勿勿~.. “. 1 2.T .L瞳鐙鐙箆20.6彊盤鍾盟三.・な17.5立心"量7.9鴎=12.7===10.0 
n=63 

6(5~69) 歳 ・・・2 1.0・・・彫勿~21 O~:::::::::: 16.1 ::::::::::11罷 16.111置 、10.5γ桜70Q正56312.8 
n=143 

70-74露間 ・・・・・25.2
(n=234) 

協勿務23 .9~忽 1 2.4 温瞳16 .2鍾置1::--'.:9 .0.:'.:J5.6~3 . 81 1 3.8 

年
75-79歳

齢 26.3 協勿勿23 . 1~勿矧マ ハ17.T : .:置瞳15.0盤置":-7. 6~ .. :14.2Eヨ12.7
~IJ 

(n=407) 

80-84歳
30.1 勿勿務20 .4勿~tt :" : 1 9.4 ..t : ":' B81113 .0種目.'8 .0.オ3.9回 13.2 

(n=661) 

8(5~89) 歳 ・・・・22.0_・協揚19.5努勿勿~::I川. 19.4"TTi醤置盤15.8鍾置1:.. >:..9.8 .... ずm6 .8~2.9 1 3.8 
n=691 

90歳以上
3.0 

(n=498) 

0% 20% 40% 60部 80% 100% 

在宅サービス利用者の要介護度を性別でみると 、女性の方が男性よりも 『要介護 1以下』の割合が高

くなっている。

年齢別にみると、『要介護 1以下』の割合は80歳代前半まで年齢とともに増加しており 、その後は減

少している。『要介護 4 ・ 5~の人は最も多い 40"-'64 歳で 20. 6% 、 90 歳以上で 16.2%、 65"-'69 歳で 12. 6%

であり、このほかはいずれも 1割以下となっている。
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【要介護度×性別・年齢別】 (在宅サービス未利用者)

-要支援1 図要支媛2 回要介護1 回要介護2

日要介護3 図要介護4 目要介護5 ロ無回答

「 男 性

性
(n=513) 

男。 女性

L (n=969) 
40-64歳

(n=36) 

65-69歳

(n=80) 

70-74歳

(n=175) 

年
75-79歳齢

~IJ 
(n=302) 

80-84歳

(n=422) 

85-89歳

(n=325) 

90歳以よ

(n=168) 
L 

0% 20% 40% 60覧 80% 100% 

在宅サービス未利用者の要介護度を性別でみると、利用者と同様に女性の方が男性よりも 『要介護 1

以下』の割合が高くなっている。

年齢別にみると 、『要介護 1 以下』については利用者と 同様な傾向はみられるが、 『要介護 4 ・ 5 ~ に

ついては40""64歳の 33.3%、90歳以上の 26.2%が、利用者に比べて割合が高くなっている。
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【要介護度×性別 ・年齢別】(施設等サービス利用者)

「男性

性 (n=155) 内

別 女性 ー

し(n=798)06

40-64歳

(n=15) 

-要支援1

a要介護3

70-74歳 H.極 8.6盤マ辺ベ
(n=35) 

年 0.0
齢If; ~5-79歳
別 (n=83) 

mJJ。也子 自

=:.!til) 

90歳以よ

(n=348) 
1.1 0.6 

O拡 20% 

図要支媛2

図要介護4

40% 

回要介護1

目要介護5

60覧

回要介護2

ロ無回答

34.3 

80% 

2.1 

12.9 

1.6 

1.9 

2.0 

100% 

施設等サービス利用者の要介護度を性別でみると 、 『要介護 3"-'5 ~ は女性の割合が高くなっている。

年齢別にみると 、 『要介護 3"-'5~ は最も低い 75"-'79 歳でも 62. 7% と 6 割を超えており 、 70"-'74 歳

で85.8%、90歳以上で 80.4%、65"-'69歳で76.1%、80"-'84歳で 72.0%、40"-'64歳で 73.4%となって

いる。
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(8)要介護状態になった主な原因

問 介護が必要な状態になるきっかけとなっ疋原因は何ですか。 (0は1つ)

【在宅サービス利用者・在宅サービス未利用者は問7、施設等サービス利用者は問 11】

【要介護状態になった主な原因】

O覧

脳血管疾思(脳出血・脳こうそく・くも膜下出血など)

認知疲

転倒などによる骨折

腰痛症

高齢による表弱

心臓病

骨粗しよう症

糖尿病

リウマチ以外の関節疾患

パーキンソン病

呼吸器疾患(肺炎・ぜんそくなど)

リウマチ

その他

不明

無回答

10% 20% 30% 40首

17.8 

23.6 

41.2 

図在宅サービス利用者
(N=2，762) 

図在宅サービス未利用者
(N=I，554) 

園施設等サービス利用者
(N=975) 

50" 

要介護状態になった主な原因は、施設等サービス利用者が「認知症J41. 2%と全体の中で最も高い割

合を占め、これに続く「脳血管疾患Jでは、在宅サービス利用者 ・未利用者でも高い割合を占めている。

「転倒などによる骨折Jでは、在宅サービス利用者 ・未利用者、施設等サービス利用者とも 10%前後と

なっている。
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<女 性>

【要介護状態になった主な原因×性別】

50拡 40拡 30% 20覧 10% 0% 

44.0 

図在宅サービス利用者
(n=I，866) 

ロ在宅サービス未利用者
(n=969) 

園施設等サービス利用者
(n=798) 

認知痘

腰痛症

高齢による衰弱

心臓病

しよう症

リウマチ

その他

不明

無回答

<男性>

0協 10拡 20拡 30覧 40% 50首

30.0 
ト120.1

40.6 

28.4 

図在宅サービス利用者
(n=812) 

白在宅サービス未利用者
(n=513) 

13.3 園施設等サービス利用者
13.1 (n=155) 

性別でみると、男性は女性に比べて「脳血管疾患J、女性は男性に比べて f認知症Jや「転倒などに

よる骨折Jの割合が高くなっている。男性の f脳血管疾患Jでは、施設等サービス利用者が 40.6%と最

も割合が高く、次いで在宅サービス利用者 30.0%、未利用者 20.1%と続く。女性の「認、知症Jは、施

設等サービス利用者が 44.0%、在宅サービス利用者 13.7%、未利用者9.4%となっている。
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(9)要介護状態になった主な原因の発病時期

問[在宅サービス利用・未利用] それはいつごろ発病などレましたか。 (0は1つ)

間[施設等サービス利用者] それはいつごろ発病しましたか。(0は1つ〉

【在宅サービス利用者・在宅サービス未利用者は間8、施設等サービス利用者は問 12] 

【要介護状態になった主な原因の発病時期】

.40歳未満のとき Ol40-44歳のとき ロ45-49歳のとき

B 50-54歳のとき 。55-59歳のとき 図60-64歳のとき

目65-69歳のとき 070-74歳のとき .75-79歳のとき

図80歳以上のとき 。無回答

在宅サービス利用者
(n=2，635) 

在宅サービス未利用者
(n=l，380) 

施設等サービス利用者
(n=937) 

LO.40.90.7 

O覧 20覧 40% 60拡 80覧

13.3 

13.7 

100拡

要介護状態になった主な原因の発病時期は、在宅サービス利用者 ・未利用者、施設等サービス利用者

とも高い年齢層で割合が高くなっている。

在宅サービス利用者 ・未利用者ではほぼ閉じ傾向となっており 、r80歳以上のときJが全体の3割程

度を占め、 i75""'-'79歳のときJが約 18%と、年齢が下がるとともに、同程度で割合も低くなっている。

施設等サービス利用者では i80歳以上のときJが 39.0%と最も高く、 75""'-'79歳で 23.2%と W75歳以

上のとき』で6割以上を占めている。
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(10)要介護(要支援)認定を受けた目的

問 要介護(要支援)の認定を初めて受けだときの目的は何ですか。 (0は1つ〉

【在宅サービス利用者・在宅サービス未利用者ともに問9】

在宅サービス利用者
(N=2.762) 

在宅サービス未利用者
(N=1.554) 

0覧

【要介護(要支援)認定を受けた目的】

20% 

-利用したいサービスがあったため

mいざという時にサービスを利用できるように

図覚えていない

Bその他

ロ無回答

40% 60% 80覧 100% 

要介護(要支援)認定を受けた目 的は、在宅サービス利用者では「利用 したいサービスがあったためj

が 62.5%で最も多く 、在宅サービス未利用者では、fいざという時にサー ビスを利用できる ようにJが

44.2%で最も多くなっている。
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2. 日常生活

(1 )外食や出前、市販の弁当の利用状況

間 外食や出前、市販の弁当 (市からの配食サービスはさみません〉をどれくらい利用しています

か。(0は1つ〉

【在宅サービス利用者・在宅サービス未利用者ともに問 10】

在宅サービス利用者
(N=2，762) 

在宅サービス未利用者
(N=1，554) 

0% 

【外食や出前、市販の弁当の利用状況】

-ほとんど利用しない

m時々 利用する(週2回-5回程度)

匂ほぽ、毎日1回は利用する

国ほとんど外食や出前、市販の弁当を利用する

ロ無回答

20% 40覧 60% 80覧 100% 

外食や出前、市販の弁当の利用状況は、在宅サービス利用者 ・未利用者とも「ほとんど利用しないJ

が 60%前後を占めており 、次いで「時々利用する(週2"""'5回程度)Jが 25%程度となっている。時々

やほぼ毎日、ほとんど利用を合わせると 、全体の3割以上が、週 2回以上外食や出前、市販の弁当を利

用 していることになる。
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【外食や出前、市販の弁当の利用状況×世帯構成別・要介護度別】

(%) 

在宅サ・ビスキIJ芹|者 在 l ;サ・ ビス未桐l1雪量

ほ 53時々
すほ

販市ほと 無回
4ま 53H々寺 すほ

販市ほと
無

と るぽ と るぽ 回
回 ん 田幸IJ のん 答 回 ん 図利 のん 答
答 ど 稜用 告手 弁ど 答 ど 程用 毎 弁ど
数 来tJ 度す 日 当外 数 矛IJ 度す 日 当外

用 る 1 を食 用 る 1 を食
し ( 凶 利や し ( 凪 利や
な 組 は 用出 な 遡 は 用出
し、 2 手IJ す前 b、 2 手IJ す前

回 用 る 回 用 る

全 体
2， 762 1，655 698 206 76 127 1，554 957 380 93 39 85 
100.0 59.9 25.3 7.5 2.8 4.6 100.0 61. 6 24.5 6.0 2.5 5. 5 

ひとり暮らし世帯 1，007 53.3 28. 7 9.8 3目 8 4.4 435 53.1 28.3 8.0 4.4 6.2 

夫婦だけで、 一人とも65歳
603 54. 7 30.5 8.6 1.8 4.3 467 59. 7 25. 7 6.6 3.4 4.5 

以上の世帯
夫婦だけで、どちらかが65

48 70.8 18.8 2.1 2. 1 6.3 25 72.0 24.0 0.0 4.0 0.0 
歳以上の世帯

世 夫婦だけで、一人とも65歳 27 55.6 25.9 3.7 3. 7 11. 1 11 63.6 9.1 18.2 0.0 9. 1 
帯

未満の佐織

相理
あなたとその他の向齢者

163 65.0 22. 7 2.5 4.3 5.5 76 73. 7 13.2 2.6 1.3 9.2 
成

(65歳以上の方)のみの世

5JIJ 一世代同居世裕 (65歳未待満) 457 72.0 19.7 4.6 1.8 2.0 290 67.9 23.4 4.8 0.0 3.8 
の方方旬、らっしゃる世
ニ世代同居世帯 (65歳未満

161 76.4 16. 1 5.0 0.6 1.9 85 74.1 16.5 5.9 1.2 2.4 
の方がいらっしゃる位都)

その他の世幣 203 65.0 17.2 7.4 2.5 7.9 102 70.6 22.5 2.0 1.0 3.9 

無回答 93 52. 7 22.6 5.4 4.3 15. 1 63 54.0 23.8 3.2 0.0 19.0 

要支援 1 654 52.9 33.2 6.9 3.5 3.5 606 58.3 28. 1 8.3 3.3 2. 1 

要
要支援2 551 55.0 30.3 8.9 2.4 3.4 228 56.6 34.6 3.9 2.6 2.2 
要介君事 1 481 60.9 25.4 8.1 3.7 1.9 190 64.7 24.2 6.8 2.6 1.6 

介
璽企E費2 438 59.6 25.1 9.6 1.4 4.3 112 64.3 25.0 6.3 2.7 1.8 

奇襲
度

要介護3 266 73.3 14.7 6.0 2.3 3.8 76 61.5 14.5 9.2 0.0 11. 8 
要介護4 169 78. 1 10. 1 4. 7 2.4 4. 7 97 71. 1 13.4 2.1 3.1 10.3 日IJ
要介護5 107 79.4 10.3 2.8 2.8 4. 7 95 82.1 5.3 1. 1 1. 1 10.5 
無阿君主 96 41. 7 15.6 1.2 3. 1 35.1 150 56.0 18.7 2. 7 O. 7 22.0 

世帯構成別にみると、在宅サービス利用者 ・未利用者ともひとり暮らし世帯や、夫婦だけで二人とも

65歳以上の世帯では、外食や出前、市販の弁当を利用している頻度が他の世帯に比べて高くなっている。

要介護度別にみると、在宅サービス利用者 ・未利用者とも要支援 1・2の軽度な人での利用割合が高

くなっており、要支援 1では利用者 43.6%、未利用者 39.7%、要支援2では利用者 41.6%、未利用者

41. 1%と、サービス利用者で外食や出前等の利用割合がやや高くなっている。
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(2)住居形態

閉 あなたのお住まいは次のどれですか。 (0は1つ〉

【在宅サービス利用者・在宅サービス未利用者ともに問 11】

在宅サービス利用者
(N=2，762) 

在宅サービス未利用者
(N=1，554) 

0覧

【住居形態】

-持ち家一戸建て

図分譲マンション

臼借家一戸建て

国民間の賃貸マンション、アパート

臼市営・県営住宅

悶都市再生機構(旧公団)・公社などの賃貸住宅

日サービス付き高齢者向け住宅などの高齢者向け住宅

白有料老人ホーム・ケアハウス

・その他

ロ無回答

20% 40拡 60% 80拡

1.6 

2.1 

100% 

住居形態は在宅サービス利用者 ・未利用者とも「持ち家一戸建てJが 5割前後を占めているが、未利

用者の方は過半数を占め、 やや割合が高くなっている。全体的には、住居形態は利用者、未利用者とも

ほぼ同じ傾向を示 している。
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(3)住まいで困っていること

問 現在の住まいで困っていることがありますか。 (0はいくつでち)

【在宅サービス利用者・在宅サービス未利用者ともに問 12】

【住まいで困っていること】

0% 10覧 20% 30% 40% 50首

彪勿勿勿勿勿勿勿勿筋観20.1
老朽化している l11..子トι“.小:“山 …川…付

8ト-
手すりがなかったり、室内に段差があるなどm~17.7

パリアフ列BリJ→ι凶されていない l卜γ「門.“勺.マ:

防勿勿勿~8.3 
せまい貯符授伊

Ir"T"TT17.1 

U勿忽目当 6.1
家賃が高い許待問3

11:::1:::1:::;15.9 

ro'Al5.1 
日照・騒音など、環境が悪い伊符以

Ii二 14.3

W/O.l4.8 
集合住宅のエレベーターがない E4'i:';

図1.6 図在宅サービス利用者
自分の居室がない問17 {N=2762) 

g 0.5 ロ在宅サービス未利用者
立ち退き要求掛けている阪 (N=I.554) 

阪勿勿勿窃7.9
その他炉伊鍔匂

l!'-+-+-+"I 7 . 7 

彪勿勿勿勿勿勿z揚グ勿d勿勿勿勿勿勿勿勿勿勿勿勿勿勿勿z揚グ勿ra:勿狙45.1
特になし l:γ汁凶

防勿勿:::16.3
無回答院刊明治1!...!...!...!...tI8.9 

住まいで困っていることは在宅サービス利用者 ・未利用者とも「特にないJが4割以上を占め最も多

いが、具体的にあげられた内容では、fバリアフリー化されていなしリ「老朽化しているJが比較的高い

割合を占めている。
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【住まいで困っていること×住居形態別】

。
せ 理E ア内手 が日 家 い立 自

タl集合
そ 特 盤正

ま 朽 フにす 怒照 賃 るち 分 の 回
回 し、 イじ リ段り し、 . 市t 退 の が住 他 な 答

答 し 差が 騒 言Iロ~ き Z号 な宅 し
数 て 化がな 音 b、 要 室 いの

し、 さあか ?主 求 治宝 コ二

る れるつ ど を な レ
て等た 受 L、

〆'"
なパり E員 It 
いリ室 耳主 て

在宅サービス利用者 2， 762 229 554 488 141 168 13 43 133 217 1，246 174 
100.0 8. 3 20.1 17.7 5. 1 6.1 0.5 1.6 4.8 7.9 45.1 6.3 

持ち家ー戸建て 1，303 5.4 28.3 20.6 4.1 0.0 0.1 1.4 0.0 7.8 45.8 

分譲マンション 357 6.4 8.1 12.3 3. 1 0.8 。。 1. 1 11.2 7.8 57.7 3.6 

借家一戸建て 69 7.2 43. 5 30.4 10. 1 27.5 4.3 7.2 0.0 5.8 33.3 1.4 

民間の賃貸マンション、ア
289 18.3 23.9 24.6 12.8 19.0 o. 7 2.1 8. 7 8.0 24.6 3.5 

住 ノ宅一ト

居 市営 ・県営住宅 218 8. 7 12.4 19.7 6.0 6.0 1.4 1.8 17.0 9.2 41. 3 6.0 
形

都市再生機の機賃貸(住旧公団)態 132 12.9 9.8 18.2 4.5 29.5 0.8 2.3 19.7 7.6 31. 8 2.3 
~IJ 

公社など 宅
サ ピス付き高働者向け住
宅などの高齢者向け住宅 71 15.5 4. 2 1.4 9.9 25.4 0.0 0.0 1.4 11. 3 47.9 5.6 

有料老人ホ ム・ケアハウ
206 8.3 2.4 0.5 1.5 8. 7 。。 0.5 0.0 6.8 71. 4 6.8 ス

その他 72 18. 1 11. 1 18. 1 4.2 2.8 4.2 2.8 5.6 12.5 47.2 9.7 

無回答 45 2.2 2.2 2.2 。。 2.2 。。 。。 0.0 0.0 4.4 88.9 

在宅サービス朱利用者 1，554 111 326 342 67 92 3 27 68 119 623 139 
100.0 7. 1 21. 0 22.0 4.3 5.9 0.2 1.7 4.4 7.7 40. 1 8.9 

持ち家一戸建て 826 4. 7 28.5 24.6 3.4 0.0 0.0 1.8 O. 1 8.4 39. 5 8.0 

分譲マンション 184 4.3 8.2 18.5 3.3 1.6 。。 1.1 10.9 5.4 53.8 5.4 

借家一戸建て 43 9. 3 25.6 23.3 2.3 16.3 7.0 2.3 0.0 2.3 37. 2 7.0 

民間の賃貸マンション、ア
154 18.2 19.5 27.3 11.7 26.0 。。 3.2 5.8 7.8 34.4 3.2 

住 パート

居 市営・県営住宅 137 9. 5 14.6 24.8 6.6 2.9 0.0 o. 7 14.6 8.0 35.8 7.3 
形

都市再生機の構賃貸(住旧公団)態 78 11. 5 14. 1 19.2 2.6 34.6 。。 2.6 21. 8 5.1 37.2 0.0 
~IJ 

公社など 宅
サ ピス付き品齢者向け住
宅などの高齢者向け住宅 9 55.6 0.0 11. 1 11. 1 22.2 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 

有料老人ホーム ・ケアハウ
32 12. 5 O. 0 。。 。。 21. 9 。。 3. 1 。。 15.6 40.6 15.6 ス

その他 58 1.7 6.9 3.4 1.7 3.4 。。 。。 1.7 12.1 56.9 17.2 

無回答 33 0.0 0.0 3.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.1 90.9 

住居形態別にみると、在宅サービス利用者 ・未利用者とも借家一戸建てで「老朽化しているj の割合

が高くなっている。民間の賃貸マンション ・アパートに住んでいる人では「バリアフリー化されていな

いJの割合が、利用者で 24.6%、未利用者で 27.3%と最も高い。借家一戸建てと民間の賃貸マンショ

ン・アパート、都市再生機構 (旧公団)・公社などの賃貸住宅、サービス付き高齢者向け住宅などの高

齢者向け住宅では、利用者・未利用者とも 「家賃が高いJが比較的高い割合を占めている。
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(4)現在受けている日常生活上のサービス

問 日常生活を行う上で、今受けているサービスはどれですか。 (0はいくつでち〉

【在宅サービス利用者・在宅サービス未利用者ともに問 13】

【現在受けている日常生活上のサービス】

帰除

買い物

食事の準備・調理・
後始末など

外出の手助け
(付添・介助・送迎など)

ごみ出し

洗濯

話し相手

家のゅの簡単な修理や
電球交換など

草取り・庭木の努定

その他

特にない

無回答

0覧 20首

o 
40" 60首

41.6 

図在宅サービス利用者
(N=2，762) 

80覧

ロ在宅サービス未利用者
(N=l，554) 

58.2 

現在受けている 日常生活上のサービスは、在宅サービス利用者では f掃除jが41.6%で最も多く、次

いで f買い物」が 21.9%、「食事の準備 ・調理 ・後始末などJが21.3%で続いている。一方、在宅サー

ビス未利用者では、「特にないj が58.2%と過半数を占めている。
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(5)今後受けたい日常生活上のサービス

問 日常生活を行う上で、今受けているサービスに加えて、新しく受けだいサービスはありますか。

(0は3つまで〉

【在宅サービス利用者・在宅サービス未利用者ともに問 14】

【今後受けたい日常生活上のサービス】

草取り・庭木の勢定

外出の手助け

(付添・介助・送迎など)

家の中の簡単な修理や

電球交換など

婦除

買い物

食事の準備・調理・

後始末など

話し相手

ごみ出し

洗濯

その他

特にない

無回答

0覧 20首

3 

40覧 60覧

図在宅サービス利用者
(N=2，762) 

80% 

日在宅サービス未利用者
(N=l，554) 

44.3 
45.9 

今後受けたい日常生活上のサービスでは、在宅サービス利用者 ・未利用者ともに 「特にないJとの回

答が最も多くなっている。
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3. 保健・福祉サービス

(1) rいきいきセンターふくおか」の認知度

聞 いきいきセンターふくおか〈地域包括支援センター)という名前を闘い疋ことがありますか。

(0は1つ〉

【在宅サービス利用者は問 15、在宅サービス未利用者は問 16] 

在宅サービス利用者
(N=2，762) 

在宅サービス未利用者
(N=1，554) 

【「いきいきセンターふくおかJの認知度】

仁 ・聞…があ る 二回聞いたことがない 一 時回答つ

。% 20% 40拡 60% 80拡 100% 

いきいきセンターふくおか(地域包括支援センター)の認知度 (f聞いたことがあるJ)は、在宅サー

ビス利用者 ・未利用者ともに 7割を占めている。
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【「いきいきセンターふくおかJの認知度×年齢別・世帯構成別・要介護度別】

(%) 
在 宅サービス利用者 在 サービス未利用者

閥 闘
無回

闘 闘 無
L、 L、 し、 し、 回

回 た た 答 回 た た 答

答 」、， 」、， 2喜 」ー 」事

数 と と 数 と と
カ2 カ2 カ2 カ2

あ な あ な
る し、 る し、

全 体
2， 762 2，029 613 120 1，554 1，128 330 96 
100.0 73.5 22.2 4.3 100.0 72.6 21. 2 6.2 

40-64歳 63 73.0 27.0 0.0 36 75.0 22.2 2.8 
65-69歳 143 71. 3 24. 5 4.2 80 70.0 23.8 6.3 

年
70-74歳 234 82.1 15.8 2. 1 175 77.7 18.3 4.0 
75-79歳 407 74.4 21. 6 3.9 302 79.8 15.2 5.0 

由令
80-84歳 661 78.4 17.5 4. 1 422 75.4 20.4 4.3 

}'jIJ 
85-89歳 691 69.8 25. 5 1.8 325 69.5 24.3 6.2 
90歳以上 498 69. 1 26. 3 4.6 168 56.5 30.4 13. 1 
鈍ロ室主 65 64.6 20.0 15.4 46 63.0 19.6 17.4 
ひとり暮らし世椛 1. 007 76.4 19. 7 4.0 435 72.9 18.6 8.5 
夫婦だけで、 ー人とも65歳以上の世帯 603 79. 1 16. 3 4.6 467 79.7 16.5 3.9 

世 夫婦だけで、どちらかが65歳以上の世帯 48 70.8 22.9 6.3 25 72.0 21.0 1.0 
4甘必すe 夫婦だけで、 ー人とも65歳未満の世帯 27 59.3 33. 3 7.4 11 72. 7 27.3 0.0 
t誇 あなたとその他の高齢者 65歳以上の方 のみの世帯 163 73.6 20.9 5.5 76 59.2 32.9 7.9 
成 世代同居世帯 (65歳未満の方がいらっしゃる世帯) 457 71. 8 26. 3 2.0 290 71. 0 25. 5 3.4 
JjIJ 一世代同居世帯 (65歳未満の方がいらっしゃる世帯) 161 63.4 34.8 1.9 85 62.4 30.6 7. 1 

その他の世帯 203 63.5 32.0 4.4 102 65. 7 25.5 8.8 
無回答; 93 58.1 23. 7 18.3 63 66. 7 19.0 14.3 
要支援1 654 87.8 8.3 4.0 606 81. 0 13.9 5. 1 

事長
要支援2 551 87.8 8.0 4.2 228 82.5 13.6 3.9 
要介護1 181 66.3 28. 7 5.0 190 73.2 22.6 1.2 

介
要介議2 438 64.2 32.2 3. 7 112 63.4 35. 7 0.9 

言聾
1要介諮3 266 61. 3 37. 2 1.5 76 51. 3 39.5 9.2 

度
要介護4 169 58.0 36. 7 5.3 97 61. 9 30.9 7.2 

}'jIJ 
|要介諮5 107 56.1 38. 3 5.6 95 65.3 27.4 7.4 
無回答 96 52.1 35.4 12.5 150 52.0 30. 7 17.3 

年齢別にみると、在宅サービス利用者は70"-'74歳、在宅サービス未利用者は75"-'79歳の認知度が80%

前後と高い割合を占める。

世帯構成別にみると、在宅サービス利用者 ・未利用者ともに、夫婦だけで、二人とも 65歳以上の世

帯が 79%台で最も高い割合を占めている。

要介護度別にみると、在宅サービス利用者・未利用ともに要支援 1・2で認知度が8割を超えている。
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(2) rいきいきセンターふくおか」が行っている業務認知度

(サービス利用者)【問 15でr1.Jと答えた方にうかがいます】

(サービス宋利用者)【問 16でr1.Jと筈えた方にうかがいます】

聞 いきいきセンターふくおか(地域包括支援センター〉が行っていることで知っていることは伺

ですか。(0は1つ〉

【在宅サービス利用者は間 15-1、在宅サービス未利用者は問 16-1】

【「いきいきセンターふくおかJが行っている業務認知度】

・介護や福祉についての相談対応

在宅サービス利用者
(n=2，029) 

在宅サービス来事l用者
(円=1，128)

。覧

図介護予防や健康づくりについての相談対応

ロ虐待や消費者被害など高齢者の権事lについての相談対応

E認知症についての相談対応

回要支援1・2の方のケアプランの作成

隠その他

ロ無回答

20% 40覧 60覧 80拡 100覧

いきいきセンターふく おか(地域包括支援センター)が行っている業務で知っているものは、「介護

や福祉についての相談対応Jが最も多く 、在宅サービス利用者が 49.2%、未利用者が 54.5%となって

いる。次いで f要支援 1・2の方のケアプランの作成Jが続き、在宅サービス利用者が 31.5%、未利用

者が 22.0%となっている。以下、「介護予防や健康づくりについての相談対応Jは6%前後、「高齢者の

権利についての相談対応J、「認知症についての相談対応Jは低い割合となっている。
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(3) rいきいきセンターふくおか」に相談したこと

(サービス利用者)【問 15でr1.Jと答えた方にうかがいます】

(サービス宋利用者)【問 16でr1.Jと答えた方にうかがいます】

聞 いきいきセンターふくおか〈地域包括支援センター〉に相談しだり、センター蹴員から話を聞

いだりしたことがありますか。 (0は1つ〉

【在宅サービス利用者は問 15-2、在宅サービス未利用者は問 16-2】

【「いきいきセンターふくおか」に相談したこと】

-ある 包ない ロ無回答

在宅サービス利用者
(n=2.029) 

在宅サービス未利用者
(n=1.128) 

L 

0% 20% 40首 60% 80首 100% 

いきいきセンターふくおか (地域包括支援センター)に相談したことがある人の割合は、在宅サービ

ス利用者で 71.4%、未利用者で 68.8%を占めている。
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【「いきいきセンターふくおか」に相談したこと×年齢別 ・世帯構成別】

(0/0) 
i宅サー ス利用 在宅サービス未利用者

あ な 無 あ な 無
る 11、 同 る b、 回

回 答 回 答
答 答
数 数

全 体 2.029 1.448 383 198 1. 128 776 258 94 
100.0 71. 4 18.9 9.8 100.0 68.8 22.9 8.3 

40~64歳 46 47.8 45. 7 6.5 27 59.3 37.0 3. 7 
65~69歳 102 62. 7 25.5 11. 8 56 69.6 23.2 7. 1 

年
70~74歳 192 71. 4 18.8 9.9 136 69.9 22.1 8. 1 

齢
75-79歳 303 75.9 14. 5 9.6 241 68.9 25.3 5.8 
80~84歳 518 74.7 14.3 11. 0 318 73.9 19.8 6.3 

53IJ 
85~89歳 482 71. 8 18. 3 10.0 226 64.6 21. 7 13.7 
90歳以上 344 67.4 24. 7 7.8 95 65.3 26.3 8.4 
|無凶答 42 71. 4 21. 4 7.1 29 58.6 24. 1 17.2 
ひとり暮らし世待 769 74.0 15.6 10.4 317 73.2 21. 5 5.4 
夫婦だけで、 人とも65歳以上の世帯 477 75.1 14.7 10.3 372 72.0 18.8 9. 1 

世 |夫婦だけで、どちらかが65歳以上の世椛 34 64. 7 26.5 8.8 18 61. 1 33.3 5.6 
帯 夫婦だけで、 人とも65歳未満の世帯 16 50.0 37.5 12.5 8 75.0 12.5 12.5 
構 あなたとその他の高齢者 (65歳以上の方)のみの世榊 120 65.0 25.0 10.0 45 48.9 33.3 17.8 
成 世代同居世帯 (65歳米満の)jがいらっしゃる世帯) 328 68.0 22.9 9.1 206 69.9 24.3 5.8 
)lIJ 一世;代同居世幣 (65歳未満の方がいらっしゃる1止幣) 102 66. 7 26.5 6.9 53 66.0 26.4 7.5 

その他の世帯 129 66. 7 25.6 7.8 67 56.7 31. 3 11.9 
無回答 54 66. 7 24. 1 9.3 42 47.6 31. 0 21. 4 

年齢別にみると、いきいきセンターふくおか(地域包括支援センター)へ相談したことがある人の割

合は、在宅サービス利用者のうち 75"""'-'79歳が 75.9%、未利用者は80"""'-'84歳の 73.9%が最も高い。

世帯構成別にみると、在宅サービス利用者では夫婦だけで、二人とも 65歳以上の世帯が 75.1%、未

利用者で夫婦だけで、 二人とも 65歳未満の世帯が 75.0%で最も高く 、これに次いで、サービス利用者 ・

未利用者ともに、ひとり暮らし世帯が 7割台で続いている。
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(4)相談した際の満足度

(サービス利用者)【問 15-2でr1.Jと蓄えた方にうかがいます】

(サービス宋利用者)【間 16-2でr1.Jと筈えた方にうかがいます】

聞 いきいきセンターふくおか〈地域包括支援センター〉に相談しだり、センター蹴員から話を聞

いだりした際の満足度はどうでしたか。(0は1つ〉

【在宅サービス利用者は間 15-3、在宅サービス未利用者は問 16-3】

在宅サービス利用者
(n=1.448) 

在宅サービス未利用者
(n=776) 

0% 

【相談した際の満足度】

20% 

四やや満足している

口無回答

40覧 60% 80覧

2.8 

3.4 

100% 

いきいきセンターふくおか(地域包括支援センター)に相談した際の満足度は、在宅サービス利用者

で 63.3%、未利用者で60.1%を占めている。
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(5)相談 したり 、話しを聞いたりしていない理 由

(サービス利用者)【問 15-2でr2.Jと答えた方にうかがいます】

(サービス宋利用者)【間 16-2でr2.Jと筈えた方にうかがいます】

聞 いきいきセンターふくおかに相談しだり、センター職員から話を聞いだりしていない理由は伺

ですか。 (0は1つ〉

【在宅サービス利用者は問 15-4、在宅サービス未利用者は問 16-4】

【相談したり、話しを聞いたりしていない理由】

相談する必要がなかった

どの程度のことを相談してよいのか

わからなかった

進絡先がわからなかった

センターの場所がわからなかった

その他

無回答

0弛 20% 40覧 60首

50.1 

図在宅サービス利用者
(n=383) 

80% 

臼在宅サービス未利用者
(n=258) 

いきいきセンターふくおか(地域包括支援センター)に相談したり、センター職員から話を聞いたり

していない理由では、サービス利用者・未利用者ともに「相談する必要がなかったJとの回答が最も多

く、サービス利用者では 50.1%、未利用者では 46.1%であった。これに 「どの程度のことを相談して

よいのかわからなかったJが、サービス利用者 20.4%、未利用者25.6%で続いている。
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